
【コラム】最近、つらつらと（弁護士　髙木太郎）
長女の夫は、仕事から帰ると、１歳の娘をずっと抱いて面倒を見ている。
次女の夫は、送別会に２歳の息子を連れてベビーカーででかける。
私たちの世代は口では男女平等を言っても、彼らにはとてもかなわない。
８０年代、ゲイの人をネタにしたギャグに何の抵抗もなく笑っていた。
今となってはそんな自分を恥じいるしかないが、現代の若者はおそらく同じギャグを見たら嫌悪感を持つだけだろう。
人々の人権感覚は確実に進歩しているが、それには時間がかかる。
古い時代の感覚が沁みついた人間が中心にいる間は、抜本的な改革は期待できない。
新しい時代を切り開くには、新しい人権感覚の中で生まれ育った人が中心を担うようになる必要がある。

少数者の人権を浸透させる運動は、多数者である労働者がごく少数の搾取する側の資本家と戦うやりかたとは少し違うように思う。
徹底的に議論して論破するのではなく、共感を広げる方法によってしか実現できないように思う。
新しい運動を担えるのは、新しい感覚の人たちだ。
古い感覚がどこかに沁みついている人間は、それを邪魔しないことがまずは必要だ。

余人をもって代えがたい、と思われる人さえ、いずれは次に交代をしていかなければならない。
そのタイミングを間違えると、組織や運動の大きな後退を招く。最近、そんなことをつらつらと考えている。

弁護士　髙木　太郎

（事務所ニュース・2023年夏号掲載）

【コラム】大河ドラマの楽しみ（弁護士高木太郎）
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【コラム】埼玉弁護士会会長の任期を終えて（弁護士高木太郎）
３月末任期満了、任期はわずか１年なのですが、「毎日が弁護士会活動」の１年でした。その中から憲法と平和の課題を紹介します。

埼玉弁護士会は、２０１４年から「『安保関連法』廃止！集団的自衛権の行使容認の『閣議決定』撤回を求めるオール埼玉総行動」を、連
合埼玉、埼労連と共に、後援しています。弁護士会は強制加入団体ですから、主要政党の意見が対立している政治課題には原則として慎重
な対応をとりますが、安保関連法及び上記の閣議決定は、それまでの政府の公権的憲法解釈を下位規範により変更するものであり、法律家
としては絶対に許容できない問題です。

また、２０１８年１０月に「自衛隊を憲法に明記する憲法改正に反対する総会決議」を挙げてから、何回も、パレードを実施し、今年も３
月１０日に実施しました。コロナ禍の中でしたが、ロシアによるウクライナ侵略を受けて約１００名にのぼる方にご参加いただきました。
プーチンロシアによる侵略は許せない、ウクライナの人々を守るために早期撤退・停戦を実現して欲しい、という思いにあふれたパレード
になりました。

埼玉弁護士会ではホームページの「埼玉弁護士会チャンネル」で「憲法なんて、いらねえわ！」「選挙なんて、行くヒマないわ！」の動画
を公開しています。その結果、どんな世の中になるか・・・。それぞれ１５分の動画ですので、ぜひ、ご覧下さい。

弁護士　高木　太郎

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

【コラム】法「教育」に還る（弁護士　髙木太郎）
父は、１８年間小学校の教員をしていました。私が小学校４年の夏休み、旅行だというのでついていったら、阿蘇で行われた教研集会でし
た。そこで「青い空は」や「がんばろう」をおぼえました。毎晩遅くまで学級通信を作ったりしていて「えらいなあ」とは思いましたが、
教員になろうとは思いませんでした。

ソ連の崩壊や中国の現状を見て、マルクスは正しいなあ、と改めて実感しています。市民革命を経た資本主義経済の土台の上で、民主主義
（や人権）を十分学んで実践して初めて未来社会へ到達することができるのだと思います。ロシア帝国→ソ連は、封建制からいきなり社会
主義が実現できるか、というレーニンの壮大な実験でした。しかし、本人が早くなくなり、群がった権力好きな者達により「絶対王（党）
政」に逆戻り。崩壊してもいびつな資本主義です。中国も又然りでしょう。他方、欧米では、アメリカの９９％運動、北欧のグレタさんら
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若者の活躍。本来の道筋が少しずつ進んでいます。
若者の投票率の低い日本との差異は、学校にあると思います。自民党政権は、学校現場で政治の話をすることを禁じてきました。これが議
論一般の躊躇につながり、日本の若者は議論下手です。これでは、選挙への関心はもちろん、グローバルな人材は育たないでしょう。

弁護士会会長の任期も後３ヶ月となりました。弁護士会の取組の中に法教育があります。自分の頭で考え、判断できる子供を育てることは、
すべての親の願いであり、社会の願いでもあるはずです。民主主義と人権を大切にする弁護士会としてしっかり取り組みます。

弁護士　髙木　太郎

【コラム】会長就任にあたって（弁護士　髙木太郎）
この４月から埼玉弁護士会の会長に就任しました。

会長になって、会活動の持続可能性ということをより強く意識するようになりました。　弁護士会の取り組む人権救済活動などは非常に重
要ですが、いつまでも手弁当では続きません。例えば、三〇年以上前、サラ金被害が顕著だった頃、これに取り組む弁護士はごく一部で
「借金返せ、目んたま売れ」みたいな暴力団まがいの取り立てとそれこそ命がけで闘っていました。その後、裁判や様々な運動を通じて、
それに取り組む弁護士にも報酬が入るようになり、多くの弁護士が取り組むようになり（若干行き過ぎの法律事務所もありますが）、最終
的には高金利を是正するというところまで行きました。今は貧困問題など弁護士が身を削って取り組んでいますが、やがては手弁当でなく、
多くの弁護士が仕事として取り組める方向にしなければ、根本的な解決にはつながりません。そのためには、それまでの間、それに取り組
む弁護士を輩出し続け、運動を継続させなければなりません。弁護士会はその一助となる必要があります。

また、埼玉弁護士会は「スクラム相談」という取組をしています。これは、法律相談の中には、例えば中小企業の事業承継など、弁護士だ
けでなく税理士やほかの専門職も一緒に取り組まないと解決しない事案があり、そういう問題に対して、専門職（弁護士、税理士、司法書
士などなど）がスクラムを組んで取り組む相談です。まだ始めたばかりで、知名度も低く、相談件数が伸び悩んでいます。しかし、この苦
しい時期に継続することが、将来の発展につながります。弁護士会としての頑張りどころです。

会長は日弁連の理事や関弁連（東京高裁管内の一都十県の弁護士会で構成）の常務理事も兼務しており、様々な情報と刺激を得て帰り、埼
玉弁護士会の活動に反映させる役割も負っています。すてきな刺激も多いのですが、頭がなかなか追いつきません。

ちょうど還暦を迎える年であり、若干「くたびれ」てはおりますが、もうしばらくは頑張ろうと思います。

弁護士　髙木太郎

（事務所ニュース・2021年夏号掲載）
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タケちゃん、虎の穴計画（弁護士　髙木　太郎）
 

5月に初孫が生まれました。タケちゃんといいます。

予定日よりも２か月も早く生まれてきたので７月まで入院しており、コロナ禍もあってその後もしばらくは会えませんでしたが、婿殿の実
家も、我が家からそう遠くはないことから、最近は毎週のように寄ってくれます。

ただ、そうすると、その成長ぶりが次第に心配になってきたりもします。「６か月近くなるのに寝返りしないよね。」「首は座っているの
かな、グラグラしているけど。」
娘（母親）の反論は、「予定日は７月だったんだからまだ４か月！！」「脳みそが詰まっているから頭が重いのよ。」。全く科学的ではあ
りません。

私は密かに「虎の穴」計画を立て、我が家に来ているときには、遊びを装って、若干の負荷をかけ、タケちゃんを鍛えることにしました。
まだ２回ほどしか特訓していませんが、少し、顔つきが引き締まってきたような気がします。
お正月には、無事に寝返りをクリアして、ハイハイを始めているタケちゃんを見たいと思います。

（※虎の穴・・・タイガーマスクが特訓を受けた伝説のプロレス道場）

弁護士　髙木　太郎

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

コロナ禍の下での労働相談・法律相談（弁護士　高木　太郎）
電話や対面で受ける相談にもコロナ禍の影響が出ている。

労働相談の具体例で言えば、①舞台やイベント関係の仕事をフリーランスで行っているが、全く仕事が入らなくなった、②コロナの問題で
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就職したばかりの事業所が閉鎖されたが、自己都合扱いとされ、解雇予告手当も払ってもらえない、③運送業だがコロナの影響で仕事が減っ
たとしていきなり給料を半額にすると言われた、などが寄せられている。

しかし、その多くが、弁護士への依頼には結びつかない。その理由は、誤解を恐れずに一言でいえば「裁判で争っている余裕がない」とい
うことである。話を聞いているうちに、まず、行うべきは、明日の収入を確保することが必要ということになり、生活保護を初めとする生
活保障のアドバイスがまず必要となる事案が少なくない。

６月に実施された埼玉土建の「コロナに負けるな、何でも相談会」においては、相談件数の大半は、持続化給付金（昨年同月と比較して売
上が半減している月があれば、最大２００万円、１００万円を給付する制度）の受給要件、支給手続に関するものであった。まずは、当面
の資金が必要であり、そして、雇用調整助成金（従業員の雇用を維持するために事業者に補助をする制度）等の難しい手続ではなく、比較
的請求が簡易な持続化給付金が必要とされていたのである。

緊急事態には、金を迅速に出せる行政・政治の役割がとても大事で、現場で相談を受ける私たちは、現場の実態を政治に・行政に届けるこ
とが必要なのだと痛感した。その実態に対応しない政治なら、変えなければならない、ということは当然である。

弁護士　高木　太郎

 

（事務所ニュース・2020夏号掲載）

 

自動運転に思う。（弁護士　高木　太郎）
シェアリングエコノミーに関する話を聞く機会があった。①ウーバーのような配車サービスのプラットホーム、②自動運転の技術進歩、③
車は所有しなくても良いと言う意識変化。これらが相まって、１０年、２０年後には、車は単なる移動の手段となり、人は車を所有せず、
スマホで呼ぶと自動運転のレンタルカーが配車される。愛車を所有する人は、今で言う手動の一眼レフカメラを愛用する趣味人に限られる
ようになると言うのである。私の感覚では①②は実現しても③は変わらないと思ったが、若い世代に話を聞くと、車は所有しなくても良い
と言うのである。

①のウーバーは、個人の所有車両をウーバーの支配するネット機構を通じて配車するシステムである。運転手は実態は労働者なのに、労働
法の保護が受けられないとして、導入された欧米では激しい批判にさらされ「運転手は労働者」とする裁判なども出ている（日本では白タ
ク規制で実現していない）。自動運転への変化の過程で人間をモノ扱いしていくのだから、猛烈な搾取になるのは当然の結果か。妙なとこ
ろに納得しつつ、今年も「人間の権利」のために頑張ろうと思う。
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弁護士　高木　太郎

 

（事務所ニュース・2020新年号掲載）

 

朝の時間　(弁護士　髙木　太郎)
夏は早起きを心がけている。
夏至の近くは４時過ぎでも明るい。
空気も爽やかでとても得した気分になる。

読み残した雑誌や本を手に取ることもあるが、暑くなる前の時間帯に散歩に出る。わずか１５分。目と鼻の先の公園で少し走って、背伸び
などする。
家に戻って朝食を作る。最近は昼の弁当まで作る。これも気晴らし。気が向かないときは全くやらないし、それで誰も文句を言わないので、
主婦の家事とは違い、全くストレスにはならない。
出来れば読書も沢山したいが、欲張りすぎると、せっかくの息抜きが、すぐストレスに変質する。
今、好きなものは、こんな朝の時間である。

弁護士　髙木　太郎

（事務所ニュース・2019年夏号掲載）

 

憲法を公務員に読ませよう（弁護士　高木　太郎）
埼玉総合法律事務所では、昨年、所員全員が参加する事務所会議で、憲法全文（前文ではありません）の輪読会をやりました。弁護士にとっ
ては久しぶりで新鮮で、事務局の人の中には、まだ読んだことがなかった人もいたのではないでしょうか。
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国や市町村のレベルで考えると、公務員は、憲法の尊重擁護義務を負っています。まずは、憲法全文を繰り返し頭に入れてもらうことが重
要で、毎年年頭に当たり、首長や議員を筆頭に、部課ごとに輪読会をするなどを義務化してはどうでしょうか。憲法そのものに根拠がある
わけですから、日の丸を掲げ君が代を歌うより先に実行すべきもののように思えます。
加えて、将来、公務員になり、あるいは公務員に憲法尊重擁護義務を突きつける立場になる子供たちにも憲法を知ってもらう必要は大きい
ので、中学校では、毎年、新学期か、夏休みか、新年にあたって、憲法を学ぶことを実施したらいいのではないかと思います。

 

弁護士　高木　太郎


